








【はじめに】 

 1968年にBergerにより提唱され,糸球体メサンギウム領域への優位なIgA免疫複合体の

沈着を特徴とする IgA 腎症は,学校検尿で発見される小児慢性腎炎の 1/2～1/3 を占めてい

る。その病因は未だに解明されておらず治療法も確立していないが，一般に行われている

治療は dipyridamole の投与であり,そのほかステロイド療法や大量γ-globulin 療法等も

試みられている。今回我々は,IgA 腎症における治療方法について,病理像を加味して検討

を加えたので報告する。 


